イギリスの中等教育と大学入学選考における英語に関する研究 by 河野 円
イギリスの中等教育と大学入学選考における英語に
関する研究
著者 河野 円
雑誌名 星薬科大学一般教育論集
号 24
ページ 1-28
発行年 2006
URL http://id.nii.ac.jp/1240/00000232/
1イギリスの中等教育と大学入学選考に
　　　　　　　　　おける英語に関する研究
河野　円 （星薬科大学　英語研究室）
AStudy：How　English　Is　Taught　and　Assessed　in
　　　　　　　Secondary　Education　and　University
　　　　　　　　　　Admission　Processes　in　the　U．K．
KAWANO，　Madoka（H・shi　university）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract
　　　This　study　investigates　how　English　is　taught　in　secondary　schools　in　the　UK．
and　how　English　ability　is　assessed　in　admission　processes　of　urliversities　there．
First，　the　author　attempts　to　probe　the　role　of　the　first　language　in　the　curricula　of
secondary　schools　in　two　ways：first　by　analyzing　the　statements　in　the　National
Curriculum，　and　then　by　examining　a　GCSE　textbook　and　a　GCE　material。　In　the
National　Curriculum，　specific　objectives　in　four　language　skills　are　clearly　defined
according　to　the　proficiency　levels，　while　in　Japan，　S加40yoτyo，　or　the　Course　of
Study　for　Japanese　does　not　indicate　the　objectives　in　terms　of　target　behaviors　or
the　evaluation　criteria．　The　research　shows　that　English　plays　a　major　role　in
secondary　education．　Second，　the　undergraduate　admission　procedures　of　UK．
universities　are　overviewed，　and　then　analyzed　with　a　focus　on　assessment　of
language　proficiency．　Though　it　is　not　required　of　all　the　applicants　to　take　English
as　an　A　Level　subject，　integrative　skills　of　language　are　indispensable　to　cornplete
the　course　works　and　to　pass　the　A　Level　tests　in　any　subject．　Nonnative　speakers
of　English　are　required　to　submit　a　proof　of　English　pro丘ciency．
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　文部科学省は，平成15年に「英語が使える日本人の育成のための行動計画」
を提唱したが，その中で，6番目の方策として，国語力の向上ということを
謳った。すなわち，目標として，「英語によるコミュニケーション能力育成のた
め，すべての知的活動の拠点となる国語を適切に表現し正確に理解する能力を
育成する」ことを目指すこととした（http：〃www．　mext．go．jp／b＿menu／
houdou／15／03／03033101．htm）。英語が上達するためには，その基礎となる
国語の能力伸長が不可欠であるということなのだが，これはCumminsの言
う，Common　Underlying　Pro6ciency（共有言語能力）の育成に他ならない
（1984）。しかしながら，日本においては第一言語である日本語の力をいかに伸
ばすか，という具体的議論はこの行動計画の提唱以来，あまり展開されている
ように思えない。また，昨今盛んな小学校英語の導入に関する議論の中で，自
国語の習得を優先させるべきである，との意見が聞かれることがあるが，それ
では，その国語（日本語）のカリキュラムや教授法をどのように改善していく
べきかという議論はほとんど行われていない。
　そこで，筆者は諸外国では国語（英語）をどう教えているのか，全体のカリ
キュラムの中で言語教育がどのような位置を占めるのかに興味を持ち，手始め
にイギリスの教育にっいて分析を行うことを試みた。本著では特に中等教育
（14～18歳）において英語がどう教えられているかを検証していきたい。まず
政府の提唱している英語の指導ガイドラインを検証し，次に，英語が学校教育
の他の科目でどのように扱われているか，言語が学習にどのような位置を占め
ているかを探りたい。最後に，大学入学選考過程において，国語力がどう測定
されているか分析していきたい。
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2．イギリスの中等教育における英語
2．1　国家資格試験に基づいたイギリスの中等教育制度
　イギリスは4つの王国からなる連合王国であるが，今回はイングランドの教
育を中心に論じたい。したがって本著でイギリスと言う場合は厳密にはイング
ランドを指す。
　まずイギリスでは，教育制度が国家資格試験によって性格づけられているこ
とを最初に指摘しなければならない。中等教育を概観すると，イギリスでは日
本の高校にあたるものはなく，16歳までが義務教育であり，終了時にGCSE
（General　Certi6cate　of　Secondary　Education）という資格試験を受ける。英
語，数学，歴史，古代文明，経済，生物，物理，化学，宗教学，美術，音楽，
外国語（ラテン語，フランス語，ドイツ語など）その他の科目から10科目程度
を受験するが，イギリス人生徒（英語母語話者）の場合，英語は必須である。
GCSEや次に触れるGCEの試験は，各学校が行うのではなく，地方によって
決められた試験機関が問題を作成し採点する。評価は何点という細かい点数で
はなく，A，　B，　Cなどのレターグレードで行われる。成績はA＊からGまでの
8段階が合格で，資格なし，という評価もあるが，生徒はA＊，A，　B，　Cの成績
をとることを目指す。C以上の結果を受けた生徒の数が学校別に，いわゆる
League　Tableとして新聞発表になり，生徒の保護者はこれを見て学校を選択
するためである。
　GCSE受験後は，大学進学を望む場合，大半の生徒は，大学入学準備期間と
もいえる，6th　formという2年間のカリキュラムに進む。あるいは，数はより
少ないが，International　Baccalaureate（国際バカロレァ）の資格がとれる学
校もありそちらに進む生徒もいる。生徒の年齢は17歳，18歳で，日本の高校
の2年生や3年生にあたる。6th　formのカリキュラムだけを持つ学校もあり，
その前の段階であるGCSEまでのコースに併せて6th　formのコースを持っ学
校も多い。6th　formの1年目は，約4科目を選択し学習する。この段階から，
学習者は大学での専攻分野を視野に入れて科目を履修する必要がある。科目の
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種類は広く，学術的な科目から実学的な科目まで様々な科目がGCEの正式科
目となっているが，日本の高校にあまりない科目としてはビジネス，エンジニ
アリング，宗教学，心理学，旅と観光，メディアなどという科目がありModern
Language（外国語）としては，アラビア語，中国語，フランス語，ドイッ語，
現代ギリシャ語，イタリア語，日本語，ロシァ語，スペイン語，ウルドウ語が
ある。学校の伝統や教員の事情によって全ての科目が開講されるわけではない
が，反対に，どの科目が履修可能か，ということがその学校の特徴となる。評
価はAからEの5段階でなされ，それ以下は不合格である。
　そして1年目の終わりにGCE（General　Certincate　of　Education）のASレ
ベルという資格試験を受ける。2年目には，履修科目をさらに3科目に絞り，
終了時にGCEのAレベルの試験を受けることになる。後述するが，　Aレベル
の試験は大学の教養課程に匹敵するほどの内容が多い。これらGCEの資格試
験の成績が志望大学において，合否判断の材料として大きな割合を占めるので
ある。ここでは，GCSEの受験に至る2年間と，その後のAレベルテストに至
る2年間のカリキュラムにおける英語について分析していくことにする。
2．2ナショナルカリキュラムと英語
2．2．1　ナショナルカリキュラムの全体像
　14歳から16歳の生徒が履修するGCSEのカリキュラムについて，まず英
語という科目の内容を検討し，次に他の科目での英語の扱われ方について分析
していきたい。イギリスでは，1989年にDepartment　of　Education　and
Skills（教育技術省）が，中等教育のカリキュラムの根幹として，　National
Curriculum（ナショナルカリキュラム）を提唱した（http：〃www．dfes．gov．
uk／index．shtml）。これはイギリスにおける教育の標準化と一定の学力の確保
を目的に策定されたが，日本で言えば文部科学省の指導要領にあたる。ナショ
ナルカリキュラムについては反対意見もあるが，現在のイギリスの義務教育を
大きく方向づけているという評価がなされている（山本，2003）。この中に，初
等教育と中等教育の義務教育期間が以下のようにKey　Stage（段階）に分けら
れ，それぞれの段階で学習すべき科目とその指導に関してのガイドラインが盛
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表1．ナショナルカリキュラムの年齢と学力試験科目
Key　stage Age Year Test
1 5－7 1－2 National　Tests　and　Tasks　inEnglish　and　Maths
2 7－11 36 National　Tests　and　Tasks　inEnglish，　Maths　and　Science
3 1114 79 National　Tests　and　Tasks　in
English，　Maths　and　Science
4 14－16 10－11 GCSEs
（http：〃www．direct．gov．uk／EducationAndLearning／Schoo］s／）
り込まれている。
2．2．2　ナショナルカリキュラムの中の英語
　ナショナルカリキュラムでは英語はCore　Subjectとしてすべての段階に置
かれており，またそれぞれの段階の終わりに実施されるテストでも必ず検査さ
れる。また，日本の指導要領と比較するとかなり具体的な指針が示されており，
キーステージ別に以下の点が必ず盛り込まれている。
　・必要とされる知識スキル，および理解
　・到達目標
　・評価方法
　只木は，ナショナルカリキュラムにおける英語教育にっいて，その背景にあ
る教育観を5っにまとめている（2006，筆者訳）。
　1．英語学習活動は，文学作品などを通して自己を成長させる活動である。
　2．英語学習は，他の科目においても学習活動の媒体となる。
　3．コミュニケーション能力の養成は後々の職業上のニーズにより重要であ
　　　る。
　4．文学的価値の高い作品を学習することにより，国家の文化が継承され
　　　る。
　5．英語学習は生徒の住む世界の文化を客観的に分析することにっながる。
　これらの観点がカリキュラムにどのように反映されているか，Key　Stage　4，
すなわち14～16歳の英語カリキュラムにっいて検証してみたい。大まかに分
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けて，スピーキング，リスニング，リーディング，ライティングの4技能にお
いて到達目標，学習内容，指導上の留意点などが詳しく指示されているのだが，
各分野はさらに言語が使用される場面や機能に細分化されている（付録参照）。
　まず，英語学習が自己を成長させる場である，という信念は，特にこのカリ
キュラムが他と自己とのかかわり方を扱っている点に反映されている。グルー
プディスカッション，という独立した項目があり，そこでは建築的な討論に
よってグループに貢献し，かっ自分も成長するという構図がかもし出されてい
る。
　2番目に，他の科目との関連であるが，例えばライティングの項目では作文
の目的に応じてどのようなスキルを養うべきかが挙げられている。相手に何か
を知らせる目的で作文をする場合には，1）情報がどのように提示されているか
を意識して作文し，2）フォーマルで非個人的な言語を使い，3）読者が求めるこ
とは何かを考慮し，4）レイアウトやイラストなどを用いて明確に材料を提示す
ることを学習する。これは他の科目の学習においても基本的，かっ重要なポイ
ントであり，さらに授業中の口頭発表やレボート作成に必須である。記述試験
においてはこれらのスキルを駆使して効果的な記述ができなければ，良い点数
はとれない。
　3番目の言語観にっいては，イギリスが多民族国家であり質の高い労働力を
確保する意図が背景にあるのでは，と考えられる。英語のカリキュラムでは，
文学が大きなウエイトを占めると同時に，新聞，テレビ，雑誌，広告などのメ
ディアでの英語も重点を置かれていて，社会生活における言語のあり方にも目
を向けさせる教育内容となっている。また，イギリスは多言語社会であり家庭
での使用言語は様々であるが，いわゆるStandard　Englishを使うことを強く
奨励している。そして，Non　standard　Englishの例として以下が挙げられて
いる。
　　　subject　verb　agreement（they　was）
　　　formation　of　past　tense（have　fel1，　I　done）
　　　formation　of　negatives（ain’t）
　　　formation　of　adverbs（come　quick）
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　　　use　of　demonstrative　pronouns（them　books）
　　　use　of　pronouns（me　and　him　went）
　　　use　of　prepositions（out　the　door）．
　4番目に，その国の優れた文化の継承という教育目的が，如実に英語のカリ
キュラムに反映されている。まず，Dramaがひとつの独立した項目に位置づけ
られており，学習活動として1）様々な問題や考えを提起するための演劇技法
を使う，2）演技や脚本作成にあたって動作，人物，雰囲気，緊張感などの手法
を使う，3）場面と劇の構造を認識する，4）演劇を鑑賞したり演じたりする際
に，それを客観的に評価する，という4点を盛り込んで学習活動を行うように
という指針が示されている。演劇は，課外活動でも活発に取り入れられており，
山本は，イギリスの学校では演劇を通して自己表現することが初等教育から実
践されていると指摘している（2003）。
　また，読みの活動の中で，イギリスの文学作品を継承するために，網羅すべ
き学習範囲として14歳から16歳の生徒に2年間で以下の作品を教えなけれ
ばならない，とされている。
　　　i．　シェークスピアの演劇2編
　　　ii．その他，主要作家による演劇作品
　　　iii．1914年以前の主要な作家2人の小説
　　　iv　1914年以降の主要な作家の作品2編
　　　v．1914年以前の主要な詩人4人の作品
　　　vi．1914年以降の主要な詩人の作品
　このことからも，イギリスではシェークスピアの作品をはじめとした演劇や
詩などが，伝統として認識され，教育の中で次世代に継承するよう意図されて
いることがわかる。また，文学作品の一部を抜粋し国語の教科書に載せている
日本とは対象的に，イギリスではその文学作品全体を読ませている点が，国語
教育の大きな違いのひとつと言える。
　5番目の観点である，Critical（客観的）な分析力の養成にっいても，日本の
教育に大きな示唆を含んでいると考えられる。例えばリスニングについては，
日本人の感覚からいくと，「言われている内容の意味を正確に把握する」ことで
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十分であると思われるのだが，ナショナルカリキュラムでは，相手の言うこと
を理解してそれを客観的に判断し，適切な反応を返すことがまでがリスニング
活動の一環として位置付けられている。その他，相手が言葉に表した要素と言
外にとどめた要素は何かを識別したり，相手の声の調子や高さ，抑揚により真
意を理解したり，相手が曖昧な態度を取っている場合，それが自然なものであ
るか意図的なものであるかを判断したり，相手が論拠を適正に使用しているか
否かを判断したりする練習をするようにと指定している。読む活動において
も，事実と意見を判別したり，メディアが変わればどのようにメッセージが変
わるかを比較したり，メディアと視聴者の関係を考察したりという内容が取り
入れられている。
　また言語材料を客観的，あるいは批判的な態度で扱うという点は，日本の言
語教育には全く抜け落ちている視点で，日本では教室で読んだり聴いたりする
教材に異論を唱えることなど，考えもしないのが普通である。
　以上，ナショナルカリキュラムで提唱している指針を分析してきた。これは
あくまでも政府の方針であり，内容が実践に移されているかどうかは別問題で
はあるが，イギリスの国語教育は，生徒に他者とのコミュニケーションの方法
を教え，自己表現の手立てを確立させようとしているように思える。
2．2．3GCSEの他の科目における英語
　これまで，英語という科目にっいてその教育内容を分析してきたが，それ以
外の科目では言語はとのような役割を果たしているのだろうか。ここでは
GCSEの化学をとりあげて考察してみたい。すなわち授業の内容を理解し習得
するには，言語という点で何が生徒に期待されているかを検討してみたい。そ
こで14歳から16歳を対象とした，イギリスのAQA　GCSE　Science　Chemis・
try（Nelson　Thornes）という教科書と，日本の高校の化学1（東京書籍）の教科
書を比較することにする。もちろん，教える内容そのものの比較ではなく，新
しい概念がどのような提示の仕方をされているか，言語的側面から考えてみ
る，ということである。
　まず，二者を見て気付く点は，どちらの教科書にも最初に，化学を勉強する
　　　　　　　イギリスの中等教育と大学入学選考における英語に関する研究　　9
ことの意義が書かれているという点である。日本の教科書には，化学は物質の
本性を知ることが目的であると書かれ，化学と社会の関りが述べられている。
また，研究活動の進め方一計画，観察，検証実験，結果の整理，考察一と発表
の方法が3ページにわたり説明してあり，化学の分野における基本的な姿勢が
示されている。イギリスの教科書でも，How　Science　Worksという最初の章
で，社会生活における化学の貢献を挙げ，研究活動の進め方，データ提示の仕
方などを教えている。
　また，内容理解の補助として，どちらも写真，イラスト，図を用いてあるが，
日本の教科書の特徴として，実験器具や装置のイラストが多い。これは実際に
実験を行う際の配慮であろうか。一方，イギリスの教科書はテーマに関して生
徒の興味を起こすような写真，特に身の回りのものの写真は多いが，実験器具
のイラストは少ない。また，それ以外にイギリスの教科書の特徴として，吹き
出しでLearning　Objectives（ねらい），　Key　Points（重要なポイント），　Did
You　Know？（豆知識），　Summary　Questions（まとめの問題）などが書かれて
いて，生徒の目をひくレイアウトになっていた。
　次に，日本の教科書は，新しい事柄を表や化学式を用いて説明することが多
いが，対照的にイギリスの教科書は新出事項を文章で説明しているという特徴
が見られた。例えばハロゲンとその化合物の章では，最初の1ページを比較す
ると，前者ではB5判の1ページに文章は20行で，化学式や表が8行である
（p．141）。一方，後者ではA4の1ページに28行が英語の文章で，表が4行で
ある（p．216）。これは，後者では前者よりも言葉を介して新しい概念を学習す
ることを生徒に要求していることの表れではないだろうか。
　また，練習問題の形式に着目すると，日本の教科書では以下のような形式の
ものが多い。
　　　次の（1）～（6）のうち，変化の起こるものはその化学反応式を記せ。
　　　（1）KIとC12　　　（2）KIとBr2　　　（3）KBrと12
　　　（4）KBrとCl2　　（5）KC1と12　　　（6）KCIとBr2　　　　（p．142）
この質問形式に代表されるように，選択式，あるいは化学式を答える形式が多
い。一方，イギリスの練習問題では，
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　　　The　halogens　react　with　the　alkali　metals　to　form　ionic　compounds、
　　　Choose　any　ONE　alkali　metal　and　any　TWO　halogens　and　write
　　　balanced　equations　for　the　possible　reactions（P．217）．
とある。この問題が要求している事は，まず問題文を慎重に読み正確に意味を
理解する読解力である。そして，自分で化学式を書かせるのだが，正解がひと
つではないという点でも日本の問題とは異質である。また，別の問題では，
　　　Write　down　one　similarity　and　one　difference　in　the　electronic
　　　structures　of　the　elements　going　down　Group　7　from　fluorine　to
　　　astatine（p．223）．
という記述式の問題がある。学習者はこの場合，内容が理解できているかどう
か，自分の言葉で証明しなければならない。これは，GCSEのテストでも同様
で，英語のライティングの力が試されることになる。化学の教科書ではあるの
だが，記述式問題の答え方にっいても明記してあり，生徒はそれを参考にして
記述の練習をしていく。たとえば，問題にdescribeと指示された場合，物事の
見かけを描写したり，どう変化したかを説明したりするが，giveという指示で
あれば短く要点だけを答える，などの指示文についての語彙の補強がなされ，
書き方の手助けとなっている。この例から，イギリスでは化学に関して新しく
知識を習得した場合，それを内在化した段階にとどまらず，言語を介して自分
が理解していることを他者にわかるように表現するという段階までが要求され
ているのではないだろうか。
2．3　Aレベル試験準備における英語力養成
　GCSEで培われた言語能力は，さらに日本の高校2年と3年にあたる6th
formの2年間でどのように伸長されるのだろうか。この段階では英語は必修
科目ではなくなり，生徒は自分の興味に応じた3っの科目を学習する過程の中
で英語力を伸ばすことが図られる。ここではビジネスの科目で使用される教材
．4S（受、4　L¢泥／Bμ∫ゴηo∬Sω4‘θ∫（Oxford　University　Press）を検証して，その
あたりを探ることにする。
　まず，内容としては項目にマーケティング，財務，人材管理，生産，意思決
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定などが含まれるが，これらのテーマを2年間で学習し，評価は6回にわけて
行われる。その例として
　　　意思決定に関する論文試験　1時間半　（総合評価に占める割合15％）
　　　　　ケーススタディで，問題は4間
　　　数量レポートとエッセイ　　1時間半　（総合評価に占める割合15％）
　　　　　与えられたデータを用いたビジネスレポートの作成とエッセイ
このように，あらかじめテストの前に，そのテストの全体の成績に対する比重
と内容は予告されているが，いずれも記述式であり，英語を書く力が求められ
ている。
　次に，それぞれのテーマに学習の目標が明記されていて生徒は特に4つのス
キルを習得する必要があるとされている（p．9筆者訳）。
　　　1．知識と理解一専門用語の習得と，基本概念の理解
　　　2．応用一基本的知識を実際のケースに関連づけて説明できる。
　　　3．分析一自分の見解を形成する。事象の重要性を説明できる。
　　　4．評価一判断を下す。複数の考えをケースに照らして重要性を判断
　　　　する。
特に分析や評価という概念においては，学習した内容の項目をお互いに関連づ
けて理解しておく必要があり，高度な思考力とそれを表す文章表現力が必要で
ある。この段階では，思考と言語が密接に関係していて，学習者の頭の中では，
言語を媒体に抽象化や一般化，あるいは判断といった心理的作業が行われてい
ると思われる。結論として，イギリスの中学教育では，英語以外の課目におい
ても意図的に学習者の言語能力の発達が計られていると言えよう。
3．大学入学選考過程と英語
3．1大学入学選考方法
　日本では，「大学全入時代」が始まり，多くの大学が受験生確保にしのぎを
削っている。イギリスの大学でも，それぞれの大学がOpen　Daysと呼ばれる，
いわゆるオープンキャンパスの行事を行ったり，海外まで，特に元植民地で
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あった国々まで出向いて説明会を行ったりして，学生募集に努力怠りない。こ
こでは，まず大学入学選考プロセスを概観した上で，その過程で英語力がどう
測られているかを検討する。また，非英語母語話者に対しては，英語能力にど
のような課題を課しているか焦点を当てる。
　イギリスでは1997年度の統計によると大学は87校あり（文部科学省ホー
ムページ），1大学以外全て国立である。大学進学率は，近年では日本が45．5％
であるのに対し（文部科学省，「学校基本調査速報」平成18年度），イギリスで
は43％（2004／04／10，日本経済新聞，朝刊）という。これらの数字は，フルタ
イムの学生だけを数えたものか，パートタイムの学生も加えられているのかな
ど細かい点は明らかではないが，日本とイギリスの大学進学率は大差ないよう
である。イギリスが階級社会であり大学は一部の限られた，特権階級の人間が
行く場所である，というイメージは少なくとも虚像であると言える。
　とすると，大学の数から見てイギリスでは熾烈な受験競争が繰り広げられる
のでは，と想像されたのだが，実際にはどのようなシステムになっているのだ
ろうか。受験生はどのように希望校に出願し，大学はどのように学生を選考す
るのであろうか。
　イギリスの選考システムを大変ユニークにしているのは，すべてのイギリス
の大学（学部課程）への入学選考がUCAS（The　Universities　and　Colleges
Admissions　Service）という組織を通して行われるという点である（http：〃
www．ucas．ac．uk／）。受験生の作業としては，原則として志望動機や自己アピー
ルを含めた願書を一通書き，それをオンラインでUCASに提出する，という極
めてシンプルな手続きである。その願書には6校まで希望大学を書くことがで
き，UCASがその願書を6っの希望大学にオンラインで送付するのである。受
験生はそれぞれの大学に，願書を別々に提出する必要はない。具体的には，受
験生は，在籍する学校の援助を得て，UCASに自分のアカウントを作る。パス
ワードで自分のアカウントにアクセスし，願書に記入したり訂正したりする。
その願書に，学校が成績表と推薦状を作成し，それを生徒の願書と合わせて
UCASにオンラインで送ることになる。
　UCASに提出する願書には学歴，個人情報，　Personal　Statementを書き込
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む。出身学校が用意するものは，AレベルやIB（国際バカロレア）の資格試験
の見込み点，および推薦文である。これらひとそろいの書類と15ポンド（約
3，400円）の手数料で6つの大学を併願できるのだが，大学側には，その生徒
がどこを併願しているかは知らされない。なお，オックスフォード大学とケン
ブリッジ大学は，どちらかひとっにしか出願できない。この2大学は，UCAS
からの願書に加えて，独自の願書の提出を義務づけている。例えばケンブリッ
ジ大学の願書には，11歳からの学校の成績や具体的な大学での研究計画も書
く欄がある。また，UCASに願書を出す以外に，面接試験やその他の資格試験
を課す大学や学部もある。医学部，獣医学部志望者はBioMedical　Admission
Testという試験を受験し，法学部志望者はNational　Admission　Test　for
Lawを受験し，加えてそれぞれの大学独自の筆記試験や面接も受ける。
　Personal　Statementにっいて補足すると，これはいわゆる自己アピール文
であり，合否を左右する大きな評価基準である。面接がある場合にはこれを土
台に質疑応答が行われる。学校の進路指導係の先生も，時間をかけて作成する
ようにと生徒に指導をするが，長さがスペースも含めて4，000字という制限が
あり，この範囲でどう自分を表現して読み手に訴えるかを考えなければならな
い。UCASのホームページでも，書き方のヒントを掲示している。たとえば，
志望動機は必ず含み，また課外活動や過去の経験などを志望学部の専攻内容に
結び付けて書くように，などとアドバイスされている。一般的には，いくっの
パラグラフに分けて，自分について語り，最後には力強い結論を書くことが無
難な手法のようである。
　また，他の国の入試選考制度と比べた場合の特徴として，イギリスの大学出
願時には，専攻分野を絞り込む必要があることが挙げられる。かなり前から大
学案内を取り寄せ，大学のOpen　Daysに参加し，自分の学校の卒業生や先生
などから情報を仕入れておいて細分化された学部の中から希望する学部を選ば
なければならない。たとえばUCASで紹介されている，薬学関係と思われる学
部（学科）名を拾ってみる。
　　　Pharmacy，　Pharmaceutical　Studies，　Pharmaceutical　Science，　Ap’
　　　plied　Pharmaceutical　Science，　Industrial　Pharmaceutical　Science，
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　　　Pharmaceutical　Chemistry，　Pharmaceutical　Management，　Pharma－
　　　cology，　Herbal　Medicine，　Pharmacology　with　Study　in　Industry，
　　　Toxicology，　Applied　Physiology　and　Pharmacology，　Substance
　　　Misuse，　Neuroscience，　Management　and　Pharmacology，　Oriental
　　　Medicine，　Herbal　Medicine，　Homoeopathic　Medicine，　Complemen－
　　　tary　Health　Science，　Chemistry　with　Pharmaceutical＆Forensic
　　　Science，　Biomedical　Sciences，　Toxicology，　Toxicology　with　Informa－
　　　tion　Technology，　Chemistry　with　Analytical　Chemistry　and　Toxi－
　　　cology
　したがって，薬学とはいってもこれらの中からどの学部で勉強するかを決定
し，その理由をPersonal　Statementで表現しなければならない。出願の目安
として，大学は学部ごとに必要条件としてAレベルやIBの成績を明らかにし
ているので受験生はそれを参考に出願する。例えばバース大学の薬学部の合格
条件としてChemistry　at　grade　B　and（Biology　at　grade　B　or　Mathematics
at　grade　B　or　Physics　at　grade　B）となっていて，かっ，　Aレベル3科目の成
績がABBを取らなければならないとある。たとえばある受験生が，数学がA，
化学がB，フランス語でBの成績をとっている場合には合格の可能性がある，
ということである。もし，化学がA，物理がC，歴史がBという成績をとった
受験生の場合には，少なくとも条件のひとっが満たされていないのでケースバ
イケースで判断されることになり，ここを受験するのは冒険ということにな
る。
　ところで，出願の時期であるが，これは日本に比べると相当早い。大学の新
年度は9月からスタートするが，UCASの願書締め切りは1月15日で，　Ox－
bridgeや医学部，歯学部，獣医学部の場合には前の年の10月15日が締め切
りである。言い換えれば，それだけ手間と時間をかけて選考が行われているこ
とがわかるが，しかしこれは，UCASがすべての事務を取りまとあており，ま
た，Aレベルの資格試験も別の組織が一括して行うことから可能になってくる
ものである。実際には，受験生の学校は，さらに早めに願書を提出するように
進路指導するため，受験生はおよそ1年前には受験したい大学と学部を決定し
　　　　　　イギリスの中等教育と大学入学選考における英語に関する研究　　15
て志望動機を作文しなければならない。そのためには6th　Formで何の科目を
選択するかは非常に重要であるし，ひいては15歳，16歳のGCSE受験コース
で何の科目を選択するか，ということが大学受験に影響してくる。イギリスの
大学受験に成功するためには4，5年前から，っまり13歳のころから慎重に科
目を選択し，学校で良い成績を取り続けなければならない。こう考えると，日
本の大学受験は，イギリスと比較した場合どちらがと言えば一発勝負である。
　さてUCASへの願書送付が済み，しばらくすると結果通知である。合格，条
件付合格不合格，のいずれかの決定が，1月から2月にかけて応募大学と
UCASから受験生に通知が届く。条件付合格，というのは，その時点ではまだ
Aレベルなどの試験の結果がわからないため，Aレベルで何点とれば合格，と
いうような条件をつけて，それが後で満たされれば正式合格になる制度で
ある。受験生のもとに，出願した6っの大学にっいての結果がくると，合格，
あるいは条件付合格が出た大学の中から，　Firm　Choice（第一志望）　と，
Insurance（第二希望）の大学を決定し，　UCASに，一定の期日までに連絡す
る。UCASからその情報を得た大学の入学事務室担当者は，自分の大学や学部
に何人くる可能性があるかを予測し，最終調整する。
　大変ユニークなのは，受験生が最初希望した6っの大学のいずれにも合格で
きなかった場合，UCAS　Extra，あるいはClearingという制度を通して，まだ
定員に満ちていない大学のコースに出願することができる点である。そのよう
な大学や学部はUCASのホームページにも載り，新聞発表もされる。年間1万
人以上の受験生がこの救済措置とでもいうべき制度を利用して大学進学を果た
している。この制度の発想として，極力受験生の便宜を図りつっ大学側も学生
を確保できる効率的なシステム，という点をねらったのではないだろうか。
3．2　入学選考において英語の果たす役割
　イギリスの大学に入るためには，英語や英文学を専攻したい場合を除いて，
「英語」という科目でAレベルの試験を受験している必要はない。しかし，A
レベルやIB　Higher　Levelの学習はどの科目でも普段の授業自体がReading，
Writing，　Oral　Presentation，　Critical　Thinkingなどといった，言語に関する
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総合力が備わっていなければっいていけない。授業は，教師から生徒ヘー方的
に知識が伝授されるのみ，という図式ではなく，教師と生徒間の双方向のコ
ミュニケーションにより，生徒の思考が広がっていく場となっている。英語と
いう科目は選択していなくとも，英語力を伸ばさなければ大学への道は開かれ
ない。
　また，Aレベル試験も，1科目1回1時間半～2時間半の記述式であり，英
語を練って解答しなければならない。したがってすべての科目の試験は「英語
の試験」でもあると言える。
　また，Oxbridgeや医学関係の学部では書類選考合格者には面接や筆記試験
を課すので，そこで自ずと大学での勉学に耐えうる総合的な英語力があるかど
うかが試される。マレーシア，シンガポール，インド，香港など，イギリスの
教育制度を取り入れている学校が多数ある国や地域には，1年前の秋に大学教
員が試験官として直接現地に出向いて，面接と試験を行う。Oxbridgeの面接
は，合否の鍵を握る重要なプロセスであり，受験生にもかなりのプレッシャー
となるらしい。内容は，これまでの学校生活や趣味などに関する一般的な内容
と，志望学部の専門に関する内容の2種類の質問がなされる。受験生の意表を
つくような質問も含まれ，とっさの判断力とそれを英語でどう表現するかの能
力が試される。面接を受けたことのある日本人の談話では，彼は数学専攻希望
だったのだが，面接官の目の前で数学の問題を解いて，解法を口頭で説明した，
とのことであった。また他の日本人は，「日本にはイギリス人は何人いると思う
か，根拠を挙げて説明しなさい」という問題が出されたと話した。面接を行う
ことにより，大学に入学後，1人の教授が3人の学生を教えるチュートリアル
制度の中で，伸びていく適性があるかを判断していると思われる。
3．3　非英語母語話者が要求される，英語能力の証明
　イギリスの大学が非英語母語話者の受験生に要求する英語力については，多
くの大学でTOEFL，　IELTS，　Cambridge　Examなどの標準テストで英語力の
証明が必要で，TOEFLを例にとると，最低条件がCBT版250点（Paper版
600点）程度が要求され，かっライティングセクションで最低5点をとらなけ
　　　　　　イギリスの中等教育と大学入学選考における英語に関する研究　　17
ればならないとされていた。なお，日本の高校を卒業した場合，イギリスの大
学の学部課程に直接入ることは難しく，通常，Foundation　Courseを1年履修
し，その後受験するように要求される。
　非英語母語話者でも，AレベルやIBディプロマ取得予定者は，実際は英語
の標準テストの結果を提出しなくてもよい場合もある。この点では，アメリカ
のかなりの大学が非英語母語話者にSATとTOEFLを例外なく課すことに比
べると，イギリスの大学は柔軟な姿勢を持っているといえるのではないか。
もっとも，AレベルやIB　Higher　Levelは大学教養課程並みの内容であるた
め，これらの資格試験の成績を持って英語力の証明，と解釈しているむきもあ
る。
　以上，イギリスの学部学生選考制度にっいて分析してきたが，この制度の教
育的意義は，中等教育との連携の強さという点にあると考えられる。まず，資
格試験の結果や学校の成績が重いウエイトを占めるため，受験生に卒業までの
生活や授業を最大限に大切にするように促すシステムになっている。志望大学
から，条件付合格，という通知を受け取った生徒は必死で毎日の授業に取り組
み良い成績を出すように卒業まで努力する。二点目に，出願書類にPersonal
Statementを書くために，受験生にとっては，受験する大学や学部をよく調査
し，吟味した上で出願することになる。これは，入学後の授業に大きな動機づ
けとなり，準備教育の意味も持っている。
4．考察
　これまで，イギリスの中等教育と大学選考過程における英語の役割を分析し
てきた。14歳から18歳の若者の学習において，英語は中心的な役割を果た
し，学びの要となっていることが明らかになった。ここでは，この分析から見
えてくる，日本の言語教育への示唆を考えてみたい。
　まず，ナショナルカリキュラムの存在とその内容である。イギリス国内では
賛否両論があるときくが，少なくとも国の姿勢として細かく英語の指導指針を
示した上で英語力養成を謳っている点は，評価されるべきである。日本の言語
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教育では，漠然とした目標は示されるものの，具体的に教室で何を教えてどう
評価をするのかというアイディアは，個々の教師に任されることが多い。小学
校で英語教育が導入されても現場の先生は，途方にくれるばかりではないか。
日本の言語教育のほうが教師の裁量権があって柔軟性がある，という見方もで
きるかもしれないが，しかし「言語を教える」ことは簡単ではない。何を教材
にしてどう評価するか，筆者も言語教育に携わる者として日々試行錯誤を繰り
返している状態である。ナショナルカリキュラムが具体的にどのようなスキル
を習得させなければならないか，方法や評価を含めてのガイダンスを提示して
いる点は意義があり，日本の言語教育にも大いに参考になると思われる。
　次に，日本と比較した場合，イギリスの教育では，書くことが奨励されてい
ることが明らかになった。何事も書いて説明しなければならないのである。英
語以外の科目でも，ことばで解答することを要求され，統一資格試験では，限
られた時間内に言いたいことを整理して表現しなければならない。大学入学選
考の願書ではPersonal　Statementにおいて，自己アピールをするため，工夫
を凝らさなければならない。受験生にとっては，出願のプロセスそのものが自
分探しをし，自己を表現することを学ぶ経験となっているのである。日本では
書かせる活動があまりに少ない。添削の時間と労力を考えてのことであろう
か。あるいは公平な評価にっいての自信がないからであろうか。しかし，書く
ことにより人間は自分の思考を整理したり発展させたりするわけであるから，
書かせない，ということはそのようなチャンスを学習者から奪っていることに
なる。
　最後に，イギリスの中等教育では，言語を通して個人が社会や他人との関係
を構築する足場となるような言語教育が行われていると思われる。生徒は
シェークスピアの劇を通して，その中にある人間社会の縮図を推察し，俳優の
声のトーンや高さのわずかな違いが大きな意味を持っことに気づくのである。
グループディスカッションを通して，自分の立場を主張し，同時に相手の意見
を客観的に受け止め，尊重しながらも次の反応を相手に返す，という態度を養
おうとしている。このような教育は14歳から18歳という大事な発達段階に
おいて，言語知識の習得という観点からのみならず，人間形成にも重要な役割
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を果たしているのではないかと考えられるのである。
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付録．ナショナルカリキュラムのKey　Stage　4における英語のスキ
ル別目標
Speaking
1）　To　speak　fluently　and　appropriately　in　different　contexts，　adapting
　　　their　talk　for　a　range　of　purposes　and　audiences，　including　the　more
　　　formal，　students　should　be　taught　to：
　　　a．structure　their　talk　clearly，　using　markers　so　that　their　listeners
　　　　　　can　follow　the　line　of　thought
　　　b．　use　illustrations，　evidence　and　anecdote　to　enrich　and　explain
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　　　　　　　their　ideas
　　　　c．use　gesture，　tone，　pace　and　rhetorical　devices　for　emphasis
　　　　d．use　visual　alds　and　images　to　enhance　communication
　　　　e．vary　word　choices，　including　technical　vocabulary，　and　sentence
　　　　　　　structure　for　different　audiences
　　　　f．　use　spoken　standard　English　fltlently　in　different　contexts
　　　　g．evaluate　the　effectiveness　of　their　speech　and　consider　how　to
　　　　　　　adapt　it　to　a　range　of　situations．
Listening
2）　To　listen，　understand　and　respond　critically　to　others，　students　should
　　　be　taught　to：
　　　　a．concentrate　on　and　recall　the　main　features　of　a　talk，　reading，
　　　　　　　radio　or　television　programme
　　　　b．identify　the　major　elements　of　what　is　being　said　both　explicitly
　　　　　　　and　implicitly
　　　　c．distinguish　features　of　presentation　where　a　speaker　aims　to
　　　　　　　explain，　persuade，　amuse　or　argue　a　case
　　　　d．distinguish　tone，　undertone，　implications　and　other　signs　of　a
　　　　　　　speaker’s　intentions
　　　　e．recognise　when　a　speaker　is　being　ambiguous　or　deliberately
　　　　　　　vague，　glosses　over　points，　uses　and　abuses　evidence　and　makes
　　　　　　　unsubstantiated　staternents
　　　　f．ask　questions　and　give　relevant　and　helpful　comments．
Grollp　discussion　and　interaction
3）To　participate　effectively　as　members　of　different　groups，　students
　　　should　be　taught　to：
　　　　a．make　different　types　of　contributions　to　groups，　adapting　their
　　　　　　　speech　to　their　listeners　and　the　activity
　　　　b．take　different　views　into　account　and　modify　their　own　views　in
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　　　　　　　the　light　of　what　others　say
　　　　c．sift，　summarise　and　use　the　most　important　points
　　　d．　take　different　roles　in　the　organisation，　planning　and　sustaining
　　　　　　　of　groups
　　　　e．help　the　group　to　complete　its　tasks　by　varying　contributions
　　　　　　　apPropriately，　clarifying　and　synthesising　others’ideas，　taking
　　　　　　　them　forward　and　building　on　them　to　reach　conclusions，　negoti－
　　　　　　　ating　consensus　or　agreeing　to　differ．
Drama
4）To　participate　in　a　range　of　drama　activities　and　to　evaluate　their　own
　　　and　others’contributions，　students　should　be　taught　to：
　　　　a．use　a　variety　of　dramatic　techniques　to　explore　ideas，　issues，　texts
　　　　　　　and　meanings
　　　　b．use　different　ways　to　convey　action，　character，　atmosphere　and
　　　　　　　tension　when　they　are　scripting　and　performing　in　plays［for
　　　　　　　example，　through　dialogue，　movement，　pace］
　　　　c．appreciate　how　the　structure　and　organisation　of　scenes　and　plays
　　　　　　　contribute　to　dramatic　effect
　　　d．evaluate　critically　performances　of　dramas　that　they　have　watch－
　　　　　　　ed　or　in　which　they　have　takell　part．
Standard　English
5）　Students　should　be　taught　to　use　the　vocabulary，　structures　and
　　　grammar　of　spoken　standard　English　fluently　and　accurately　in　infor－
　　　mal　and　formal　situations．
Language　variation
6）　Students　should　be　taught　about　how　language　varies，　including：
　　　　a．the　importance　of　standard　English　as　the　language　of　public
　　　　　　　communication　nationally　and　often　internationally
　　　　b、current　influences　on　spoken　and　written　language
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　　　　c、　attitudes　to　language　use
　　　　d．the　differences　between　speech　and　writing
　　　　e．the　vocabulary　and　grammar　of　standard　English　and　dialectal
　　　　　　varlatlon
　　　　f．the　development　of　English，　including　changes　over　time，　borrow－
　　　　　　ings　from　other　languages，　origins　of　words，　and　the　impact　of
　　　　　　eleCtrOniC　COmmUniCatiOn　On　written　language．
Listening
9）　The　range　should　include　listening　to　and　watching：
　　　　a．　1ive　talks　and　presentations
　　　b．recordings［for　example，　radio，　television，　film］
　　　　c．discussions　in　which　students　respond　straight　away．
Group　discussion　and　interaction
　10）　The　range　of　purposes　should　include：
　　　　a．　expioring，　hypothesising，　debating，　analysing　and　students
　　　　　　should　be　given　opportunities　to：
　　　b．take　different　roles　in　groups［for　example，　roles　in　organising　or
　　　　　　leading　discussion，　supPorting　others，　enabling　focused　talk］．
Drama　aCtiVitieS
11）The　range　should　include：
　　　　a．improvisation　and　working　in　role
　　　b．devising，　scripting　and　performing　in　plays
　　　　c．discussing　and　reviewing　their　own　and　others’performances．
Knowledge，　skills　and　understanding
IJnderstanding　texts
1）　To　develop　understanding　and　appreciation　of　texts，　students　should
　　　be　taught：
　　　a．to　extract　meaning　beyond　the　literal，　explaining　how　the　choice
　　　　　　of　language　and　style　affects　implied　and　explicit　meanings
　　　　　　　イギリスの中等教育と大学入学選考における英語に関する研究　　23
b．　to　analyse　and　discuss　alternative　interpretations，　ambiguity　and
　　　allusion
c．how　ideas，　values　and　emotions　are　explored　and　portrayed
d．to　identify　the　perspectives　offered　on　individuals，　community
　　　and　society
e．to　consider　how　meanings　are　changed　when　texts　are　adapted　to
　　　different　media
f．to　read　and　appreciate　the　scope　and　richness　of　complete　novels，
　　　Plays　and　poems
　　　　　　　Understanding　the　author’s　craft
　　　　g．how　language　is　used　in　imaginative，　original　and　diverse　ways
　　　　h．to　reflect　on　the　writer’s　presentation　of　ideas　and　issues，　the
　　　　　　　motivation　and　behaviour　of　characters，　the　development　of　plot
　　　　　　　and　the　overall　impact　of　a　text
　　　　i．to　distinguish　between　the　attitudes　and　assumptions　of　charac－
　　　　　　　ters　and　those　of　the　author
　　　　j．how　techniques，　structure，　forms　and　styles　vary
　　　　k．to　compare　texts，　looking　at　style，　theme　and　language，　and
　　　　　　　identifying　connections　and　contrasts．
English　literary　heritage
2）　Students　should　be　taught：
　　　　a．how　and　why　texts　have　been　inHuential　and　significant［for
　　　　　　　example，　the　innuence　of　Greek　myths，　the　Authorised　Version　of
　　　　　　　the　Bible，　the　Arthurian　legends］
　　　b．　the　characteristics　of　texts　that　are　considered　to　be　of　high
　　　　　　　quality
　　　　c．the　appeal　and　importance　of　these　texts　over　time．
Texts　from　di廿erent　cultures　and　traditions
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3）　Students　should　be　taught：
　　　　a．to　understand　the　values　and　assumptions　in　the　texts
　　　　b．the　significance　of　the　subject　matter　and　the　language
　　　　c．the　distinctive　qualities　of　literature　from　different　traditions
　　　　d．how　familiar　themes　are　explored　in　different　cultural　contexts
　　　　　　　［for　example，　how　childhood　is　portrayed，　references　to　oral　or
　　　　　　　folk　traditions］
　　　　e．to　make　connections　and　comparisons　between　texts　from　differ－
　　　　　　　ent　cultureS．
Printed　an《11CT－based　information　texts
4）To　develop　their　reading　of　print　and　ICT－based　information　texts，
　　　students　should　be　taught　to：
　　　　a．select，　compare　and　synthesise　inforlnation　from　different　texts
　　　　b．evaluate　how　information　is　presented
　　　　c．sift　the　relevant　from　the　irrelevant，　and　distinguish　between　fact
　　　　　　　and　opinion，　bias　and　objectivity
　　　　d．identify　the　characteristic　features，　at　word，　sentence　and　text
　　　　　　　leve1，0f　different　types　of　texts．
Media　and　moving　image　texts
5）　Students　should　be　taught：
　　　　a．how　meaning　is　conveyed　in　texts　that　include　print，　images　and
　　　　　　　sometimes　sounds
　　　　b．how　choice　of　form，　layout　and　presentation　contribute　to　effect
　　　　　　　［for　example，　font，　caption，　illustration　in　printed　text，　sequenc’
　　　　　　　ing，　framing，　s皿ndtrack　in　moving　image　text］
　　　　c．how　the　nature　and　purpose　of　media　products　influence　content
　　　　　　　and　meaning［for　example，　selection　of　stories　for　a　front　page　or
　　　　　　　news　broadcast］
　　　　d．how　audiences　and　readers　choose　and　respond　to　media．
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Language　structure　and　variation
6）Students　should　be　taught　to　draw　on　their　knowledge　of　grammar
　　　and　language　variation　to　develop　their　understanding　of　texts　and
　　　how　language　works．
Breadth　of　study
7）　During　the　key　stage，　students　should　be　taught　the　Knowledge，　skills
　　　and　understanding　through　the　following　ranges　of　literature　and
　　　non・丘ction　and　non－literary　texts．
Literature
8）　The　range　should　include：
　　　a．plays，　novels，　short　stories　and　poetry　from　the　English　literary
　　　　　　heritage，　including：
　　　　　　　i．two　plays　by　Shakespeare，　one　of　which　should　be　studied　in
　　　　　　　　　　key　stage　3
　　　　　　　ii．　drama　by　major　playwrights
　　　　　　iii．　works　of　fiction　by　two　major　writers　published　before　1914
　　　　　　　　　　selected　from　the　list　in　the　right　hand　frame
　　　　　　iv．　two　works　of　fiction　by　major　writers　published　after　1914
　　　　　　　v．poetry　by　four　major　poets　published　before　l　914　selected
　　　　　　　　　　from　the　list　in　the　right　hand　frame
　　　　　　vi、　poetry　by　four　malor　poets　published　after　1914
　　　b．recent　and　contemporary　drama，　fiction　and　poetry　written　for
　　　　　　young　People　and　adults．
　　　　c．drama，　fiction　and　poetry　by　major　writers　from　different　cultures
　　　　　　and　traditions．
Non－nction　and　non－literary　texts
9）　The　range　should　include：
　　　a．　literary　nOn一丘CtiOn
　　　b．print　and　ICT－based　information　and　reference　texts
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　　　　c．media　and　moving　image　texts［for　example，　newspapers，　maga－
　　　　　　　zines，　advertisements，　television，創ms，　videos］．
Knowledge，　skills　and　understanding
Composition
1）　Students　sh皿ld　be　taught　to　draw　on　their　reading　and　knowledge　of
　　　linguistic　and　literary　forms　when　composing　their　writing．　Students
　　　should　be　taught　to：
　　　　a．draw　on　their　experience　of　good　6ction，　of　different　poetic　forms
　　　　　　　and　of　reading，　watching　and　performing　in　plays
　　　b．use　imaginative　vocabulary　and　varied　linguistic　and　literary
　　　　　　　techniques
　　　　c．　exploit　choice　of　language　and　structure　to　achieve　particular
　　　　　　　effects　and　appeal　to　the　reader
　　　d．use　a　range　of　techniques　and　different　ways　of　organising　and
　　　　　　　structuring　material　to　convey　ideas，　themes　and　character
　　　Writing　to　inform，　explain，　describe
e．form　sentences　and　paragraphs　that　express　connections　between
　　　information　and　ideas　precisely［for　example，　cause　and　effect，
　　　comparison］
f．use　formal　and　impersonal　language　and　concise　expression
g．consider　what　the　reader　needs　to　know　and　include　relevant
　　　details
h．　present　rnaterial　clearly，　using　apPropriate　layout，　illustrations
　　　and　organisation
　　Writing　to　persuade，　argue，　advise
i．develop　logical　arguments　and　cite　evidence
j．　use　persuasive　techniques　and　rhetorical　devices
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k．anticipate　reader　reaction，　counter　opposing　views　and　use　lan－
　　　guage　to　gain　attention　and　sustain　interest
　　　　　　　Writing　to　analyse，　review，　comment
　　　　L　reflect　on　the　nature　and　significance　of　the　subject　matter
　　　m．form　their　own　view，　taking　into　account　a　range　of　evidence　and
　　　　　　　oplnlons
　　　　n．organise　their　ideas　and　information，　distinguishing　between　ana－
　　　　　　　lysis　and　comment
　　　　o．take　account　of　how　well　the　reader　knows　the　topic．
Planning　and　drafting
2）To　improve　and　sustain　their　writing，　students　should　be　taught　to：
　　　　a．　plan，　draft，　redraft　and　proofread　their　work　on　paper　and　on
　　　　　　　screen．
　　　　b．judge　the　extent　to　which　any　or　all　of　these　processes　are　needed
　　　　　　　in　specific　pieces　of　writing
　　　　c．analyse　critically　their　own　and　others’writing．
Punctuation
3）Students　should　be　taught　to　use　the　full　range　of　punctuation　marks
correctly　to　signal　sentence　structure，　and　to　help　the　reader．
Spelling
4）　Students　should　be　taught　to：
　　　　a．increase　their　knowledge　of　regular　patterns　of　spelling，　word
　　　　　　　families，　roots　of　words　and　derivations，　including　stem，　prefix，
　　　　　　　sufnx，　innection
　　　　b．apply　their　knowledge　of　word　formation
　　　　c．spell　increasingly　complex　polysyllabic　words　that　do　not　con・
　　　　　　　form　to　regular　patterns
　　　　d．check　their　spelling　for　errors　and　use　a　dictionary　when　neces一
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　　　　　　　sary
　　　　e．　use　different　kinds　of　dictionary，　thesaurus　and　spellchecker．
Handwriting　and　presentation
5）Students　should　be　taught　to　write　with　fluency　and，　when　required，
　　　speed．　In　presenting　final　polished　work，　students　should　be　taught　to：
　　　　a．ensure　that　work　is　neat　and　clear
　　　b．write　legibly，　if　their　work　is　handwritten
　　　　c．make　full　use　of　different　presentational　devices　where　appropri－
　　　　　　　ate．
Standard　English
6）Students　should　be　taught　about　the　variations　in　written　standard
　　　English　and　how　they　differ　from　spoken　language，　and　to　distinguish
　　　varying　degrees　of　formality，　selecting　appropriately　for　a　task、
Language　structure
7）Students　should　be　taught　the　principles　of　sentence　grammar　and
　　　whole－text　cohesion　and　use　this　knowledge　in　their　writing．　They
　　　should　be　taught：
　　　　a．word　classes　or　parts　of　speech　and　their　grammatical　functions
　　　b、the　structure　of　phrases　and　clauses　and　how　they　can　be　com－
　　　　　　　bined　to　make　complex　sentences［for　example，　coordination　and
　　　　　　subordination］
　　　　c、paragraph　structure　and　how　to　form　different　types　of　para－
　　　　　　graph
　　　d．the　structure　of　whole　texts，　including　cohesion，　openings　and
　　　　　　conclusions　in　different　types　of　writing［for　example，　through
　　　　　　　the　use　of　verb　tenses，　reference　chains］
　　　　e、the　use　of　appropriate　grammatical　terminology　to　re且ect　on　the
　　　　　　　meaning　and　clarity　of　individual　sentences［for　example，　nouns，
　　　　　　　verbs，　adjectives，　prepositions，　conjunctions，　articles］．
